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問い合わせ…かわぐち市民パートナーステーション　i048-227-7633 　k048-226-7718 《市民編集委員》金井、熊井、関、宗像、村本、山﨑、和田

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
す
で
に
１
０
０
０
日
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
回
の
し
み
ん
の
広
場
は
、
被
災
地
の
復
興
に
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

か
ら
被
災
地
の
今
を
お
伝
え
し
ま
す
。

３・11
か
ら
の
復
興

支
援
の
心
を
忘
れ
な
い
で

被災地の今

さまざまな活動

気仙沼のかたの
講演会と
復興支援仲間の交流

㈯

講師…佐藤　輝子 氏（気仙沼市在住）

場所…かわぐち市民パートナー
ステーション会議室

（キュポ・ラＭ４階）
定員…150人
プログラム…講演・団体体験談発表・
　　　　　　交流会
※当日は支援品（特産物・手作り品）を販売します。
申し込み…2月1日（土）までに電話・

ＦＡＸでかわぐち市民パー
トナーステーションへ

災害をまのあたりにし、支援のために寝食を忘れて走り
回った。今も復興住宅の建設、入居者の生活環境の向上
など被災者の立場になり奔走しています。

82

■
小
学
５
年
生
の
少
女
が
「
十
年
後
の
気
仙

沼
市
」
と
題
し
た
作
文
の
中
で
、
10
年
後

へ
の
願
い
を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
年
後
の
気
仙
沼
市

　
　
　
気
仙
沼
市
立
面
瀬
小
学
校
５
年

内
海
　
清
楓

　
私
が
生
ま
れ
て
、
ち
ょ
う
ど
十
年
、
人
生
最

悪
の
「
大
震
災
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。
三
月
十

一
日
・・・
今
ま
で
生
き
て
き
た
な
か
で
、
一

番
悲
し
い
日
で
す
。

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
気
仙
沼
が
う
つ
り
、

中
学
生
の
お
兄
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ぼ
く
達
人
間
は
、
自
然
の
力
に
は
勝
て
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
自
然
を
う
ら
む
事
な
く
、

前
を
向
い
て
生
き
て
行
き
ま
す
。」
と
。
そ
の

話
を
聞
い
た
時
、
涙
が
出
ま
し
た
。
十
才
に
な

っ
た
ば
か
り
の
私
は
、「
じ
ゃ
あ
何
を
う
ら
め

ば
い
い
の
？
」
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
十
年
後
、
二
十
才
に
な
っ
た
私
は
、
ど
ん
な

大
人
に
な
り
、
ど
ん
な
ス
テ
キ
な
町
に
な
っ
た

気
仙
沼
で
成
人
式
を
む
か
え
る
事
で
し
ょ
う

か
？

（
中
略
）

　
私
の
ふ
る
さ
と
気
仙
沼
が
、
十
年
後
ス
テ
キ

に
復
興
し
、
さ
わ
や
か
な
潮
風
に
ふ
か
れ
る
町

に
な
る
事
を
願
っ
て
、
少
し
ず
つ
私
も
、
成
長

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
被
災
地
の
イ
ン
フ
ラ
は
復
興
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
人
々
の
暮
ら
し
が
元
に
戻
る
た
め

に
は
、
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
被
災
地
の
今
を

知
り
、
被
災
地
を
思
い
、
自
分
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
震
災
直
後
は
多
く
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た

が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
訪
れ
る
人
も
支
援

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
！
と
市
内
の
４
つ
の
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
「
東
北

復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
わ
ぐ
ち
」
を
結

成
し
、
互
い
に
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

相手の見える支援を
したいと、有志が集ま
り活動が始まりまし
た。縁あって気仙沼市
立面瀬（おもせ）小学
校・中学校、仮設住宅、
商店などとの交流が
始まりました。被災地
訪問や、物資を送り、
特産物の販売をして
います。

アロマテラピーの活動をと
おして被災されたかたがた
をつなぐ架け橋になれたら
との思いでスタートしまし
た。マッサージ後の笑み、和
みの時間を届けたいと、宮城
県内の避難施設や埼玉県内
の被災者を訪れています。

福島から避難されたかたがたを支援
し、被災者自立支援ひまわりの会の
立ち上げに協力しました。被災者交
流サロンを月１回開催し、相談や情
報交換をしています。南相馬市を訪
問して社会福祉協議会へ支援金を渡
したり、仮設住宅入居者と手作りの
愛の福袋を持参して交流を図ってい
ます。

震災直後から大型バスで多くの
ボランティアと支援物資を届け、
被災地では、がれきの片付けなど
被災者の要望に応えてきました。
今は、現地の手作り品や海鮮物を
販売、マッサージサービスなどの
活動も行っています。

ただ話をするだけでも大変よろこんで
もらえました。

被災地のかたが作った作品を販売して
支援しています。

気仙沼市立面瀬小
に送った応援色紙

仮設住宅にお送り
した寄せ書き

特産物を販売しています。

川口にゆかりのある
安行寒桜など３本の
桜を小学校に贈りま
した。
卒業の時期に現地で
植樹します。

仮設住宅で暮らしているかたの心が
少しでも癒され、明るい生活ができる
ように願いをこめて描きます。13：30

18：00
〜

仮設住宅の壁面に
アートを！

なかまのなかま NGO東北復興支援　スマイル・ツリー

し
み
ん
の
広
場
　vol.
21

仮設住宅にてマッサージ中

川口市内の子どもたちが応援色紙をつくり、
被災地を励ましました。

鳩ヶ谷
ボランティア連絡会

ボランティア
たっち☆あろま

東北復興支援
ネットワークかわぐち
〝被災地で聞いた言葉〟「自助・共助・ご近所」。
被災後は電話・携帯電話・すべてのライフライ
ンはまひしました。日ごろから分かり合ったご近
所が頼りです。被災地の人々の思いを受け止
めて、私たちは活動しています。

震災直後の被災地のようす（石巻市）

福島県富岡町検問所

ボランティア応援バスへの検問 奇跡の一本松（陸前高田市）

う
つ
み
　
　
さ
や
か

（
原
文
ま
ま
）
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地
の
イ
ン
フ
ラ
は
復
興
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
人
々
の
暮
ら
し
が
元
に
戻
る
た
め

に
は
、
ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、
被
災
地
の
今
を

知
り
、
被
災
地
を
思
い
、
自
分
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
震
災
直
後
は
多
く
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た

が
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
、
訪
れ
る
人
も
支
援

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
！
と
市
内
の
４
つ
の
復

興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
「
東
北

復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
わ
ぐ
ち
」
を
結

成
し
、
互
い
に
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

相手の見える支援を
したいと、有志が集ま
り活動が始まりまし
た。縁あって気仙沼市
立面瀬（おもせ）小学
校・中学校、仮設住宅、
商店などとの交流が
始まりました。被災地
訪問や、物資を送り、
特産物の販売をして
います。

アロマテラピーの活動をと
おして被災されたかたがた
をつなぐ架け橋になれたら
との思いでスタートしまし
た。マッサージ後の笑み、和
みの時間を届けたいと、宮城
県内の避難施設や埼玉県内
の被災者を訪れています。

福島から避難されたかたがたを支援
し、被災者自立支援ひまわりの会の
立ち上げに協力しました。被災者交
流サロンを月１回開催し、相談や情
報交換をしています。南相馬市を訪
問して社会福祉協議会へ支援金を渡
したり、仮設住宅入居者と手作りの
愛の福袋を持参して交流を図ってい
ます。

震災直後から大型バスで多くの
ボランティアと支援物資を届け、
被災地では、がれきの片付けなど
被災者の要望に応えてきました。
今は、現地の手作り品や海鮮物を
販売、マッサージサービスなどの
活動も行っています。

ただ話をするだけでも大変よろこんで
もらえました。

被災地のかたが作った作品を販売して
支援しています。

気仙沼市立面瀬小
に送った応援色紙

仮設住宅にお送り
した寄せ書き

特産物を販売しています。

川口にゆかりのある
安行寒桜など３本の
桜を小学校に贈りま
した。
卒業の時期に現地で
植樹します。

仮設住宅で暮らしているかたの心が
少しでも癒され、明るい生活ができる
ように願いをこめて描きます。13：30

18：00
〜

仮設住宅の壁面に
アートを！

なかまのなかま NGO東北復興支援　スマイル・ツリー

し
み
ん
の
広
場
　vol.
21

仮設住宅にてマッサージ中

川口市内の子どもたちが応援色紙をつくり、
被災地を励ましました。

鳩ヶ谷
ボランティア連絡会

ボランティア
たっち☆あろま

東北復興支援
ネットワークかわぐち
〝被災地で聞いた言葉〟「自助・共助・ご近所」。
被災後は電話・携帯電話・すべてのライフライ
ンはまひしました。日ごろから分かり合ったご近
所が頼りです。被災地の人々の思いを受け止
めて、私たちは活動しています。

震災直後の被災地のようす（石巻市）

福島県富岡町検問所

ボランティア応援バスへの検問 奇跡の一本松（陸前高田市）

う
つ
み
　
　
さ
や
か

（
原
文
ま
ま
）


